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目的と背景

土壌断面標本 を土壌モ ノリス と呼び,土壌学の普及,教育,研究の資料 として重要な役割 を

果 している。そのため,諸外国では古 くか ら大学,博物館 ,農業試験場な どで,そ の作製法の

研究 と収集が行われてきた。わが国でも農業技術研究所,林業試験場,筑波大学な どで,永久

保存できる薄層土壌モ ノ リスの作製 と収集が進 められ,作製技術 も向上 してきた。

モ ノ リス作製技術 は,エ ポキシ系樹脂 を用いた方法が浜崎・三土によって紹介 されている

(農技研資,B18,1‐27(1983))。 しか し,そ の後樹脂や技術の進展があつたので,こ の資料

をもとに土壌モ ノリス作製法を改訂 して公表す ることに した。

内容 と機能

土壌モ ノリス作製法には,大 きく分 けて 2つ の方法がある。その 1つ は,野外で柱状土壌モ

ノリスを採取 して,室内で薄層土壌モ ノ リスにす る方法であ り,も う 1つは,野外で直接薄層

土壌モ ノリスを作製す る方法である。前者は,土壌断面に切 り込みを入れ,土壌モ ノリス採取

箱の大きさに合わせて柱状ブロックを作 り,こ のブ ロックを土壌モ ノリス箱に採取 し,室内で

薄層土壌モ ノリスにす る。後者は,野外で土壌断面に直接樹脂 を塗布 し,硬化後土壌断面を薄

くはぎ取 る方法である。

農業環境技術研究所では,わ が国における風土や収集・保存環境に合わせて,野外で木箱に

柱状土壌モノリスを採取 し,室内で薄層土壌モノリスに加工する方法を主に採用 し,規格外の

サイズのモノリスを採取する場合や砂礫質等で箱による採取が困難な場合を中心に,野外で直

接薄層土壌モノリスを採取する方法を採用 している。また,箱で採取 した場合の裏打ち用の樹

脂 としてはエポキシ系樹脂 (商 品名 ;ト マック NR…51)を ,野外で直接採取する場合はポリウ

レタン系 (商 品名 :ト マ ック NS-10)を 用いている。 さらに,表面仕上げ用の樹脂 としては ,

木工用ボン ドCH18な どを用いている。

この土壌モノリス作製法の改訂版を PDFフ ァイルにし,ホ ームページ上で閲覧できるよう

にしてある。

なお,薄層土壌モノリスは,額縁状の枠に収め,上部に土壌名 と採取地名,横には,土壌分

類,断面記載,分析値,微細形態写真などをパネルに収め,一部は土壌標本館に展示,公開し

ている。
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図 1 土壌モ ノリス作製法の一部

利用法

農 業 環 境 イ ン ベ ン ト リ ー セ ン タ ー 土 壌 分 類 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ

(hip:〃soilgcjob.affrc.gojp/)に PDFフ ァイルでアップロー ドしてあり,ホ ームページにアクセ

スして自由に活用できる。
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